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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．進捗報告の概要

Ⅲ.活動実績 

Ⅳ. 事業実施後（1年以降）に⽬標とする状態への所感（中間時点）

⾃由記述

⾷糧受渡機能を拡充することに伴い、社会福祉協議会や⼦ども⾷堂、ひとり親⽀援団体への⾷糧提供を通じて、⽣活困窮者⽀援に取組むことができてい
る。今後は、気になる⼦ども・世帯を必要な⽀援機関につなぎ、ネットワークによる⽀援体制を構築・強化に努めていきたい。

活動 進捗状況 概要

①フードバンク活動の実施

②⾷料受け渡しの体制整備

ほぼ計画通り

①36個⼈、43団体から累計144回⾷品寄贈をいただいた。
⾷品会社様から寄贈いただいたたくさんの飲料については、地元企業や社協の協⼒を得
て空いている場所を使わせていただき、各⽀援団体への受渡場所とした。島嶼部への配
送については、フェリー会社様の協⼒を得て島の港での受け渡しを⾏っている。また、
継続的にフードドライブを実施し、毎⽉、当会へ寄贈いただいているスーパーや企業、
教会があり、活動が定着してきている。
②冷凍冷蔵庫の設置等による、県内の⾷糧の受け渡し機能の拡充。

・個⼈や企業・学校等から当会へ寄贈いただいた4⽉〜10⽉の⾷品は約20ｔ（前年度約2.7倍増）あり、
フードロスやフードバンク活動への理解や、新型コロナの影響による⽣活困窮者、地域の居場所である⼦
ども⾷堂等への⽀援の輪が広がっている。
・当事業等を活⽤し、県内４か所の社会福祉協議会・社会福祉施設に冷凍冷蔵庫を設置、⾷糧受渡の拠点
として体制を整備できている。
・ボランティア等による配送の仕組みづくりについては、県内４拠点に直接配送をいただくことが多く、
運送会社やタクシー会社の地域貢献による試運転にとどまっている。

・フードバンク活動の住⺠や企業・団体への
浸透。
・琴平町社会福祉協議会と⺟⼦⽣活⽀援施設
と関連のある障害者⽀援施設にフードバンク
拠点（冷凍冷蔵庫）を設置し、県内における
⾷糧の受配体制を整備。
・ボランティアや運送会社、タクシー会社の
地域貢献活動の協⼒による配送ルートの確
保。

事業概要

社会福祉施設や社会福祉協議会に冷凍冷蔵庫を設置し、フードバンク拠点を増やすことで、企業や住⺠が気軽に寄付できる⾝近なフードバンク活動を促
進する。また、運送会社やタクシー会社の地域貢献の取組みと連携し、⾷糧を速やかに県内各所へ配送するルートを確保する。
また、社会福祉協議会や⺟⼦⽣活⽀援施設、ひとり親⽀援団体等へ⾷糧提供を⾏い、⽀援のツールとして活⽤していただくことを通じて、社会的孤⽴や
経済的困窮によるしずらさを抱える⼈・世帯の早期発⾒や⽣活再建に向けた⽀援に取組む。
県社会福祉協議会（当団体事務局）と連携し、住⺠や社会福祉法⼈施設、企業等にフードバンク活動の広報啓発に取組む。

総括

概ね計画とおりに⾷糧の受け渡しの体制構築、運営できている。
⾷糧⽀援を通じて、気になる⼦ども・世帯について、個別に対応はしているが、地域のネットワークで⽀えるしくみづくりや、HPやSNSによる情報発
信にはまだ取組めていない。

進捗状況
アウトプット（今回の事業実施で達成される

状態 ）

事業対象者:

進捗報告書 （実⾏団体）

事業名: ⾷を通じた地域の⽀え合いの仕組みづくり

資⾦分配団体: ⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会
実⾏団体名: 特定⾮営利活動法⼈ フードバンク⾹川
実施時期: 2021年6⽉〜2022年2⽉
事業対象地域: ⾹川県

市町社協や社会福祉施設、⼦ども・⼦育て⽀援団体、
⽣活困窮者等



Ⅴ．インプット

Ⅵ. 事業上の課題

Ⅶ. その他

有無

有

無

無

Ⅸ. ガバナンス・コンプライアンス実績

2.  内部通報制度は整備されていますか。 はい

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通り
に開催されていますか。

はい

Ⅷ. 広報実績 

広報内容 内容

メディア掲載（TV・ラジ
オ・新聞・雑誌・WEB
等）

⾼松東⾼校新聞（2021.9.30発⾏）
KSBニュース ⾹川ファイブアローズ様によるご寄付 https://news.ksb.co.jp/article/14465202

広報制作物等

報告書等

ガバナンス・コンプライアンス体制 状況 内容

⾃由記述

合計 \0 \4,000,000 \4,000,000 \1,698,782 42%

補⾜説明 ⼈件費、光熱⽔費等については、年度末精算予定

事業実施上顕在化したリスク/阻害要因とその対応

フードバンク⾹川と県社会福祉協議会が連携することにより、フードロスの観点だけでなく、⽣活困窮者や地域の⼦どもの⽀援のためにという寄贈品が
増えているが、寄付者の思いを⼗分にお伝えしないまま、⽀援団体へ配付する等、事務的な対応となってしまったことがある。
⾷品だけでなく、寄付者の思いも、速やかに適した⽀援先へ届けることができるよう、事務局内での情報共有や事務分担を再考した。

53%
管理的経費 - \792,000 \792,000 \1,100 0%

\1,697,682
事業費

直接事業費 - \3,208,000 \3,208,000
執⾏率2020年度 2021年度 合計 執⾏⾦額


